
平成24年度学校経営計画　大分大学教育福祉科学部附属特別支援学校

本校の使命
本校は朗立大学法人法に基づいて大分大学教書福祉科学鰍こ設置された学校であり、次の3つの使命を持つ

1知的に隋がいのある児童生徒を対釘こ教育を行い・個々の能叫
を削れ、自立への意欲を育て∵杜会生活への適応を高める　⊆

2　大学教員や学生の教書研究に協力するとともに、

教書実習生の指導にあたる

3　特別支援敵背について、理論的、実証的教書研
究を推進するとともに、地域の陣がいのある幼児児
童生徒やその保護者及び幼稚園、小学校、中学校、
高等学校、特別支援学校への支援の充実に努める

学校教育目標

個人の尊厳を重んじ、児壬生徒一人ひとりの心身の発達に応じて、小学部、中学部並びに高等部の各課程を通じて、調和のある一丁した教育を行い、自己の持つ
能力や可能性を書大隈に伸ばし、身辺生活の確立をはじめ、家庭生活、社会生活、職業生活への適応性を高め、自立的、主体的な生活ができる人間の育成をめざ
す。

警　めざす棚

一一一　　　①教師としての情熱と使命感をもち人間性豊かな教師

②「実軌児土生徒の能力を1大隈に伸ばすために、研究に基づく教育理論を背景に教書実践を行う

臼　　めざす子ども像

③「和」教職員相互が厳しさと温かさを持ち、連帯と協調をもとに積極的に教書活動に取り組む

④「探求」：互いに学ぶ姿勢を持って教書研究に励み、自己を高めるとともに、学校全体の活性化を図り、特別支援教育の充実・乗員に努め
る

学校現状と課題tH24I

高書●生徒の定■割れ

研究・指導方法・■有事の鼻先についての

僧t土佐の工夫

自立・社会●加について相場の充実（キャ

リア■書とも労揚場）

特用支せ教書のセンター的ttの充実

■との文典人事1勤の■正化

疇寸書■・校合・鰹●書の老朽化対応

学校経営の基本方針

附属特別支援学校のまつの使命
を根底に持ち、児童生徒に確かな
「生きる力Jをつけ、学校数書目儀

のよ現化を図る

「魅力」カアップ

■教■■一人一人のアイデアや行血を

鋸暮して1体他を園る
■■■の良さの惰れ免償

「バランス」カアップ

・轡暮力・指尊力の向上

・羊綾壬嘗●爾■■と彙書分担の平均化

・象■■の心■のttt捧

研究テーマ
第7次研究

「子どもたちの豊かな生活を求めて」
一主体的な社会参加と自立に向けた指導内容・指導方法の改善－

本年度の重点目標（H24）

一人一人の教青的ニーズを的

確に把握し個別の指導計国をもと
に指導実践・辞書t書り返りを行い

樽か与力をつける

■員一人一人が学校課題を意

書し、学校組■として課題解決に
取り組む

倭離看・地ヰ・関係櫨鋼・大学と
共七・協■する

特別支捜教青の専門性向上の
ために地嶋貢献する

本年度の重点取鶴（H24）

授業カードの改善・充実

情報発信・ホームページの崩新

研究産物の提供・教材教1の工
夫とデータ化

特別支援教青の専門性向上・按
霊力向上をめざした授業研究・実

鼠再仙川冊酬－ノ洲－てこ，′、す、

環境整■・施設投書についての緩
題の明確化

小学部　　　　　中学部　　　　　高等部

日常生活の指導　生活単元学習　　　作業学習

中期目標
◇附属学校園の組織・業務運営の改善を図り、大学・学敵と附属学校園との教書研究上の連携を強化する

中期冨十回

◇大学．学部と附鳳学校園が連携し、臨児児童生徒一人一人の教書的ニーズ（理数教書、国際理解教育、ICT能力書成、異較種間の接続教育及び特別支援教書など）を踏まえた教書課程及び
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